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医薬設備建設プロジェクトを成功させるためには、発注者およ

び受注者が共通の理解を持つことが最も大切であり、その実現

には「認識のずれ」を解消することが必要です。 

本セミナーでは、これまで検討発表した契約締結時に準備して

おくべきプラントの仕様およびプロジェクト業務の進め方に 

加え、試運転・引渡し時における活動について検討した結果を

説明します。 
  発表するテーマ： 

   ・契約における留意事項 

・仕様書パッケージ 

   ・UR/URS についてのまとめ 

   ・設計条件書 

   ・Project Activity Flow について 

   ・試運転・引渡し時の業務リストおよびプロジェクトスケジュール 

   ・引渡しのパターン 
 

 
対象： 

発注側の立場である製薬企業の契約担当部門、購買部門、製造部門およびエンジアリング部門

の責任者から担当者の方まで 

受注側の立場である（発注側の立場にもなる）プライムコントラクタ、メーカ、サブコンラクタの契約

担当部門、営業部門、購買部門およびエンジニアリング部門の責任者から担当者の方まで 

契約や設備投資の判断をされる経営層の方々 

 

2015 年 11 月 27 日 
京急第 2 ビル AP 品川（東京） 

主催： ISPE 日本本部 EM COP、教育委員会 

医薬設備建設プロジェクト 
マネージメント・セミナー 2015 
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医薬設備建設プロジェクト・マネージメント・セミナー 2015 

開催のご案内 

ISPE 日本本部のエンジニアリング・マネジメント部会（EM COP）は、2006 年に発足し、「医薬設備

建設プロジェクトでの発注側と受注側との認識のずれ」を解消して、日本の医薬品製造関連業界の

発展に貢献するにはどのようにすべきかについて、発注者、受注者の双方が参加して検討してきま

した。 

「認識のずれ」の多くは契約時にその原因が生じています。 

本セミナー では、契約締結時に準備しておく契約書・建設するプラントの仕様・プロジェクト業務

の進め方等について、医薬設備プロジェクトの実態に合わせた「考え方」を説明します。 

 その上で、EM COP での検討結果を踏まえた推奨する契約方法、プロジェクトフェーズの考え方、

ユーザ要求のあり方など医薬設備プロジェクトには欠かせない検討課題について、具体例を交え 

提案します。 

 プロジェクトフェーズは、「FS（Feasibility Study）」、「基本計画」、「基本設計」、「詳細設計～施工」

および「試運転・引渡しフェーズ」と定義し、本セミナー後半では「試運転・引渡し」フェーズでの活動

について検討した結果を具体的な例を用いて説明します。 

さらに、次に示す演題に加え、この課題についてグループ討議を行い、発注側・受注側の考え方、

その背景について意見交換の場を設けます。 

 

1. 契約における留意事項 

2. 仕様書パッケージ 

3. UR/URS についてのまとめ 

4. 設計条件書 

5. Project Activity Flow について 

6. 業務リストおよびプロジェクトスケジュール 

7. 引渡しのパターン 

 

ISPE 日本本部 会長 中村 茂 

EM COP リーダ 三宅 功一  
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「医薬設備建設プロジェクト・マネージメント・セミナー 2015」 

プログラム概要 
 

11 月 27 日(金) 10:00-17:00 

 

 

1. 契約における留意事項 

 

2. 仕様書パッケージ 

 

3. UR/URS についてのまとめ 

 

4. 設計条件書 

 

5. Project Activity Flow について 

 

6. 業務リストおよびプロジェクトスケジュール 

 

7. 引渡しのパターン 

 

8. ワークショップ： 引渡し時トラブル事例・原因・対策と EM 成果物活用 

 

 

 

17：10～19：00  交流会 （講師を交えて参加者同士の情報交換、飲食付） 

 

  



 

 
                    Vol.1 

ISPE Japan Affiliate Proudly Presents Tokyo, Japan 
Nov. 27, 2015 

参加費 

交通 

開催日 

場所 

 

2015 年 11 月 27 日（金） 10:00-17:00 （受付開始時刻 9:30） 

17:10-19:00  交流会 

 

京急第 2 ビル （AP 品川） 10 階 ABC ルーム 

〒104-0074 東京都港区高輪 3-25-23 京急第 2 ビル 10 階 

   Tel 03-5798-3109 

 
品川駅 徒歩約 3 分 

         
 

セミナー参加費は、昼食、交流会費を含みます。 

                                (消費税を含む) 

会員 30,000 円 

非会員 57,000 円 

大学関係者 (会員) 15,000 円 

大学関係者 (非会員) 20,000 円 

行政関係者 (一律) 10,000 円 

学生 (会員) 10,000 円 

 
 

注) ・2015 年 11 月 20 日(金)までにお振込みをお願い致します。振込先の詳細は、参加申込完了後にメール送信 

される【参加証兼請求書】をご参照ください。 

・法人枠： 法人会員1口の,中で、国際本部にご登録いただいている2名様以外に、3名様（計5名）まで会員価格で

参加できます。 

・非会員の参加費には ISPE 国際本部入会金と初年度会費の合計額相当が含まれています。 

この機会に入会手続きをお勧めいたします。 入会をご希望の方は、お手続きのご案内をさせて頂きますので、

ISPE 日本本部までご連絡願います。 
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定員 

キャンセルと代理出席について 

連絡先 

セミナー資料について 

 

 

法人枠に該当する方はホームページからお申込みの際、法人枠番号が必要となります。 

申込みページの法人枠番号をクリックしてご参照ください。   

        

 

60名 （先着順とします） 

 

 

2015年11月20日（金） 

募集定員に達した時は、申込締切日前であっても、申し込みを締め切らせて頂く場合がございます

のでご了承ください。早めのお申し込みをお勧め致します。 

 

 

 

お申し込み後のキャンセルにつきましては、代理参加で対応をお願いします。 

ただし、会員の代理で非会員が出席の場合は、参加費差額分が必要となります。 

（代理出席の場合は、事前に必ず連絡ご連絡ください。） 

なお、11 月 20 日以降の代理なしのキャンセルについては返金致しませんので、 

あらかじめご了承ください。 

 

 

 

セミナー資料は、ダウンロード提供です。 

ダウンロード開始時期は、セミナー開催約 1 週間前から、開催後 1 ヶ月間を予定しております。 

参加申し込みされた方に、別途、メールにてダウンロードの詳細をご案内致します。 

 

 

 

本セミナーはフランクな雰囲気で実施します。気楽なビジネスカジュアルでご参加ください。 

 

ISPE日本事務局 ispe-seminar@ispe.gr.jp 

TEL：03-3818-6737  セミナー開催時のみの緊急連絡先：090-8845-6737 

申込締切 

服装 
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